



THINGS FAR AND NEAR 
MASAOKA Shiki’s perception of reality 
Jean -Jacques ORIGAS 
MASAOKA Shiki (1867-1902) is known mostly for his poetical 
and theoretical works, which were in fact epoch-making in the 
last years of the 19th century. He gave new life to the tradi-
tional forms of hαiku and wαhα，and thus he is often said to have 
restored fundamental values of the aesthetic tradition. The first 
aim of this study will be to go back to his early writings and 
to analyse the meaning of the words “aishin”“aikyo" ／愛身・愛郷
as they are found in the First Volume of the Essays Fudemαhαse 
(vol,l、1888）、totake in account the strong links to the local com-
munity and the implications of Shiki’s creation. The second pur-
pose of the study is to consider Shiki’s attitude towards the outer 
world, towards foreign things and ideas, and to understand the 
interrelation between “things far and near”． 
The study has been based upon the following prose works 
Fudemαhαse (1884・1892); the Essays of the last years -Shorα 




gyoku. eki (1896), Bokuju itteki (1901), By面sh己rokushαku(1902) 
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右間代五十法食料百法合計百五十法 （七十五回）ノ由 日本人
同宿九人ナリト
強いて言えば、これも相当に無味乾燥な書き方である。一行目は、浅井忠の
手紙に関する記述とほとんど同一の言葉遣いとなる。子規は九月二十三日に
「巴理浅井氏ヨリ……」と書いて、ここでは「不折ヨリ……」と書 く。大切な
のは、地理上の地点より便りを送る人なのである。浅井の手紙の場合も、不折
の葉書の場合も、文の終りにただ「手紙来ルJ、「ハガキ来ル」と言い切る。毎
日の客の来訪のことを記す時も、全く同じ表現である （たとえば、この十月二
日に「一念来ル」、「麓潮音二人来ル」というように）。心待ちに待っていた客
の来訪は、子規にとって、一日の内の、非常に貴重な時間となっていた。手元
に届く消息は、それと同じ程貴重なものである。
不折の葉書から、子規は面白いと思った二つの“話”を書き抜いているが、
この話も実は数字の連続である。子規は丹念にパリの宿の部屋代と食事代を別々
に書いて、この （当時の日本から見て、相当に高い！ ）諸式の記入に続いて、
その合計を計算し、円に換算する所を見ていると、 『病床六尺Jの始めに見え
る、土佐の端の学校の描写を思い出す。子規はどうしても実際の生活を目の当
たりに見ょうとする。一番先に、ホテルの番地を注意深く 書き写したのである
が、その三行目ではParisFranceという所を省略した。頭文字のみにしてそ
の後ざっと棒をヲ｜く 口分かり切ったことは一切省く 。事実のみを記す。その前
後の数年にわたって、子規は随筆集の中でもその他の文章でも「寓生」の概念
を中心に、創作の新たな指針を打ち出そうとしていたが、そのような時はほと
んどいつも文芸のことと絵画のこととを合わせて考えようとした。丁度その時
期自分にもっとも近い二人の画家が同じ外国に滞在していた。その消息は、子
規にとって、単なる異国趣味の漂うものではなかったのであろう口その滞在自
体も、単なる偶然として見なかったのであろう口『仰臥漫録Jの中の記述は、
無味乾燥なように見えるが、そこには、 “物即理”と名づけたい、 一つの思考
法が現われている。子規の思索の中のー原則である。
。
明治三十五年五月八日附の 『日本』に掲載された 『病林六尺Jの第四回では、
子規は、又違った手法で遠いものと近いものとを一望の下に収め、東西の絵画
史、言ってみれば、世界絵画への探求を試みる。この第四回の一段は、子規の
論理のよい見本となるのである。その論理の展開を追ってみたい。
子規は、 『病林六尺』では、文語から離れて思い切って現代語の可能性を開
拓して行くのであるが、そのせいか、 書き出しは、ものしずかな、実に落ちつ
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いた口調となっている。
西洋の古董の窮虞を見て居たらば、二百年前位に和蘭人の重いた風景董
がある。
読者は子規とともに安らぎの時間の中へ入って行く 。ここには一冊の本があ
る。風景重である。子規の思索は具体的なものから出発する。が、そこから速
やかに進展して行く 。視点が変り、思考の次元も変る。
是等は恐らくは此時代に在っては珍しい材料であったのであらう。日本
では人物董こそ珍しけれ、風景董は極めて普通であるが、併し其も上古か
ら風景董があったわけではない。
明治三十年代の前半のころ、どのぐらいの外国の画集・写真集が東京に伝わっ
ていたかということを把握するのは、相当に困難であるが、その時点では、近
代以前のヨーロ ッパの「古董」に深い関心を示し、それを自分の考えの基点に
しようとした明治の作家は、まことに少ない。
子規は、 一般読者を相手にしているこの随筆の一節では、学術的な説明を省
いているが、充分に歴史的な位置づけを行う。「是等は恐らくは此時代に在っ
ては」と念を押して、慎重に一歩一歩と進んで行く 。出発点をできるだけ限定
しようとする。が、その直後、日本の絵画との比較を試みる。最近の研究でも
明確に指摘されたように、子規の思考は度々、比較に基づいて展開される。文
章は必然的に対句の形を取るのである。西洋に多い人物画と東洋美術に多い風
景画とを比較してみれば、自然を主とする東洋と、人間の優越を主張する西洋
とを、対照的なものと見立てて、そのような対立の図式を思い描くのは、容易
なことであろうが、子規は決してそうはしない。比較を試みる瞬間から疑問を
表わし「……が、併し其も」と、又念を押す。そこがいかにも子規らしいD
「上古」の日本絵画にもやは り宗教的な図像や人間の姿が多い、という現実の
認識へ戻る。日本の山水画も、太古からあるものではなく、特定の時期に、特
定の条件の下で日本に伝わったものである。説明は驚く程平明であるが、この
僅かの数行から、読者は、絵画の歴史とその本来の使命、人間の営みなどにつ
いていくつもの方向に向って自分の考えを伸ばすことが可能である。径が山腹
を走って屈折して行くように、子規の考えは、さらに曲折して行く。
日本では、山水量といふ名が示して居る如く、多くは山や水の大きな景
色が葺いてある。けれども西洋の方はそんなに馬鹿に贋い景色を董 くか〉
ぬから、大木を主として董いた風景画が多い。其だから水を重いても川の
一部分とか海の一部分とかを寓す位な事で、山水董といふ名をあてはめる
ことは出来ぬ。
言葉は平明であるが、含みが多い。ここはいくらか難解な所となっている。
子規はここで、東洋独特の山水画に重点を置き、その本質と特質を強調する。
この一段落は、「山水量といふ名」のことから始まり、その名に関する考察で
終り、完結する。しかし、子規は、西洋画を否定しているのではない。かえっ
て、現実の一部分一ーたとえば俳句や写生文で一一写すだけでも、自然全体、
世界を暗示、あるいは再現することができると確信した子規にとっては、西洋
画は独自の価値を帯びていたのではないだろうか。
子規は、又西洋画に視点を移し、歴史の時間の中の、西洋画の推移を捉えよ
うとする。同時に、遠いものから近いものへと、自分が生きている現在、自分
のいる所へ戻る。昔の西洋の風景画には、「大木の巌しいところが極めて綿密
に寓されて」いたのに対して、「近頃の風景董jには、「普通の木の若々しく柔
かな趣味を軽快に寓したのが多いやうに見える。」読者は、新しい展開にはっ
と思い当たる。
堅い趣味から柔い趣味に移り巌格な趣味から軽快な趣味に移って行くの
は今日の世界の大勢であって、必ずしも重の上ばかりで無く、又必ずしも
西洋ばかりに限った事でも無い様である。
優しい言葉遣いであるが、文は速い。帰帆の勢いとでも言いたい、その文の
速い動きの中で、子規は、今まで出して行ったさまざまな要素を、呼び集めて
まとめて行こうとする。一つの相対化が行われているのであるが、個々のもの
の独自の価値を否定しない相対化である。動的な相対化である。有機的な相対
化である。子規は既成の結論を押し付けようとは考えていない。文章の曲折は、
進行中の思索の動きを、そのまま伝えて行く D 子規の考えに対して、疑問も異
論もあるであろう。それがかえって子規の目的なのかも知れない。読む人が自
分の考えを打ち出すことができるように、読者を思索の動きの中へ引き入れて
自由自在な境地へ誘い出す。しかし、いつも具体的なのとその直感から出発し、
いつも執劫に現実へ戻る。通説や俗説は、一一いくら普及していても一一先ず
信じない。それとは反対の立場に立つのである口
。
“物即理”の方法を、子規の思考のー原則とさきに定義してみたのであるが、
それはむしろ一つの理念（あるいは一つの信念）として現われると言った方が
正確なのであろう。
その“物即理”の精神が最も美しい形に結実するのは、子規が最後の夏、明
治三十五年六月の末から描き続けた『菓物帖』と『草花帖j、それから始めた
玩具の絵なのであろう。『仰臥漫録』の数ケ所では、すでに絵と言葉は、ほと
んど同じ重要性を帯びていたのであるが、ここでは、言葉が非常に少なくなり、
絵に、一心にかかるのである。この一連の作品の評価は、容易ではない。当時
広く行われていた水彩画とも、その時代の洋画とも異なる。厳密な意味での日
本画とも言いがたいD この一連の絵と同じ夏の聞に書き継がれた 『病林六尺J
あいたい
の言葉とが相対しているように思われる。そしてこの絵は、 二十世紀初頭の、
明治美術史の中のもっとも充実した、もっとも完成されたものの一つだと私は
確信している。「若々しく柔かなj絵である。精密な絵である。正しい絵とで
も言うべきなのか。いつ見ても、観る人の心を幸せにするのは何とも不思議で
ある。一つのもの、一枚の紙と僅かな絵具から新たな命が生れる。
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子規は、早くから筆の魔力に取りつかれた人である。少年の時から友人とい
ろいろ、詩文を書いて夢中になっている。最初の作品となるのは、漢詩と随筆
である。明治十八年から和歌の手ほどきを受けて、二十年から俳諾の師につく。
明治二十三・四年から段々と句作に興味を覚えるようになり、やがてそれに没
頭するようになる。随筆から離れたようであるが、これも数年の問だけのこと
である。明治二十九年に『松薙玉液Jという、見事な随筆集を発表し、その後、
俳句、和歌、写生文など、創作の新生面を拓いて行くにともなって、随筆は重
要性を増して行くようである。その創作全体の中の枢機になっているかのよう
に見える。
五年程前に、第十回国際日本文学研究集会で、明治二十年代の小説論につい
て発表する機会を与えられたが、今は、日本近代文学の成立過程というものは、
小説と詩歌と随筆とが三つ巴のようになっている状況を中心にして行かなけれ
ばならないのではないか、と考えるようになった。その方向に向って、少しで
も研究を進めて行くことができればよいと思っている。
子規の作品の引用は、講談社刊・子規全集の第十巻 I初期随筆J（昭和50.5. 20）と第十一巻『随
筆一』（昭和50.4. 18）に拠ったものである。
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